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国
民
健
康
保
険
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問問
　

国
保
の
都
道
府
県

単
位
化
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も

と
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答答　
市
長　

国
民
皆
保
険

と
し
て
の
国
保
の
運

営
に
つ
い
て
、
県
に
責
任
主

体
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を

担
わ
せ
、
制
度
の
安
定
を
図

る
こ
と
が
狙
い
と
理
解
し
て

お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
県
へ
の

移
行
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問問 　
平
成
28
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
27
年
度
予
算
で
は
国

保
基
金
か
ら
繰
入
予
定
が
、

27
年
度
決
算
で
は
基
金
繰
入

は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
逆
に
基
金

に
２
億
２
千
万
円
積
立
て
て

い
る
。
国
保
財
政
の
27
年
度

か
ら
28
年
度
へ
の
繰
越
金
も
、

28
年
度
当
初
予
算
策
定
時
よ

り
増
え
て
お
り
、
28
年
度
の

保
険
税
値
上
げ
は
必
要
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答答 　
市
民
部
長　

平
成

28
年
度
国
保
会
計
は
、

国
保
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
を
し
て
も
、
収
支

が
大
変
厳
し
い
状
況
な
た
め
、

保
険
税
率
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

問問 　
国
保
税
の
滞
納
状

況
と
短
期
保
険
証
、

資
格
証
明
書
の
発
行
状
況
は

ど
う
か
。

答答
　

市
民
部
長　

短
期

被
保
険
者
証
の
発
行

世
帯
数
は
、
平
成
27
年
度
は

１
千
２
２
９
世
帯
、
28
年
度

は
１
千
１
２
５
世
帯
、
資
格

証
明
書
の
発
行
世
帯
数
は
、

27
年
度
は
４
５
０
世
帯
、
28

年
度
は
３
７
５
世
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問問
　

小
中
学
校
の
統
廃

合
計
画
に
つ
い
て
、

今
後
の
前
期
計
画
の
進
め
方

だ
が
、
反
対
意
見
の
多
い
地

域
は
、
教
育
委
員
会
も
あ
り

方
検
討
委
員
会
も
時
期
を
考

え
る
、
と
い
う
が
、
具
体
的

に
は
ど
う
か
。

答答　
教
育
長　

基
本
計
画

に
つ
い
て
協
議
の
結

果
、
蓮
沼
中
学
校
と
松
尾
中

学
校
、
成
東
中
学
校
と
成
東

東
中
学
校
の
統
合
時
期
等
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
地
域
の

方
々
と
の
協
議
が
必
要
、
と

の
判
断
か
ら
、
修
正
案
に
つ

い
て
継
続
協
議
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。

問問
　

入
学
準
備
金
の
支

給
時
期
は
ど
う
か
。

答答　
教
育
部
長　

昨
年
度

か
ら
支
給
時
期
を
見

直
し
、
今
年
度
４
月
に
新
中

学
生
と
な
る
児
童
か
ら
、
入

学
後
支
給
し
て
い
た
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
を
、
入

学
前
の
小
学
６
年
生
の
３
学

期
に
入
学
準
備
金
と
し
て
支

給
す
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
で
も
本
市
と

銚
子
市
の
み
の
実
施
で
す
。

問問
　

市
の
就
学
援
助
の

状
況
は
ど
う
か
。

答答　
教
育
部
長　

平
成
28

年
９
月
現
在
、
要
保

護
者
９
名
、
準
要
保
護
者

３
２
７
名
で
、
児
童
全
体
に

対
す
る
割
合
は
、
要
保
護
者

０
・
２
％
、
準
要
保
護
者
９
・

３
％
。
近
隣
自
治
体
と
比
べ

て
高
い
で
す
。

問問
　

台
風
９
号
で
の
強

風
で
、
市
内
で
は
多

く
の
倒
木
被
害
が
あ
っ
た
。

そ
の
多
く
は
未
だ
放
置
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

有
効
活
用
、
例
え
ば
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
等
に
活
用
で

き
な
い
か
。

答答 　
経
済
環
境
部
長　

市

で
は
、
市
内
山
林
か

ら
発
生
し
た
間
伐
材
、
臨
時

残
材
等
を
資
源
循
環
す
る
た

め
、
指
定
場
所
ま
で
搬
入
す

る
と
１
ト
ン
当
り
３
千
円
の

助
成
を
行
う
「
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
お
り
、

搬
入
受
け
入
れ
条
件
を
満
た

せ
ば
、
被
害
木
も
受
け
入
れ

可
能
で
す
。

問問 　
河
川
改
修
の
状
況

に
つ
い
て
、
作
田
川

の
改
修
計
画
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

答答　
都
市
建
設
部
長　

現

在
、
県
が
平
成
18
年
度

に
策
定
し
た
整
備
計
画
に
基

づ
き
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

成
東
堰ぜ
き

本
体
及
び
周
辺
河
川

改
修
工
事
は
、
あ
と
４
〜
５

年
を
要
し
、
そ
の
後
、
順
次

下
流
か
ら
、
上
流
の
山
武
地

域
へ
整
備
を
実
施
す
る
計
画

で
す
。

答答　
市
長　

災
害
対
策
に

つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
最
大
限
努
力
し
ま
す
が
、

現
実
に
予
算
は
限
ら
れ
て
お

り
、
昨
今
多
発
し
て
い
る
ゲ

リ
ラ
的
な
災
害
に
、
対
応
で

き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
よ
う
、
お
願
い

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問
　

資
格
証
明
書
発
行

世
帯
で
、
世
帯
主
ま

た
は
家
族
が
病
気
で
、
医
療

費
が
支
払
え
な
い
と
申
し
出

た
場
合
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
と
る
の
か
。

答答
　

市
民
部
長　

ま
ず
、

医
療
機
関
で
そ
の
旨

申
し
出
て
い
た
だ
き
、
市
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

財
産
や
災
害
等
の
特
殊
事
情

等
を
、
国
の
法
令
や
通
知
と

照
合
し
、
適
用
で
き
る
場
合

は
、
一
ヶ
月
の
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

日
本
共
産
党

並な
み
き木　

幹み
き
お男議　

員


